
机に向かい、英語の勉強をする直井さん。普段の生活の中で、

英語力の問題で悔しい思いをすることも少なくないとのこ

と。「言い返したいことがあっても、話すことができないなら、

どうしたって泣き寝入りしなければいけません。そういうと

きは、もっと英語の勉強をしなくちゃいけないと感じます」

と勉強の必要性を日々感じているそうです。

「オーストラリアで仕事をしている中で

感じることは、決めた時間内に作業を終え

るということです」と、オーストラリアの仕事についての感

想を口にした直井さん。日本との違いについて、「閉店の時間

には店を閉め、帰るべき時間には帰ります。全員がその時間

に仕事を終えられるように作業をしている、という点が日本

とは違いますよね」と話してくれました。

「企画を通して改めて、ここでの生活は理想の形の一つだと感じました。朝早くに起きれば 1 日

の活動時間が長くなるので、充実した 1 日を過ごすことができます。また、パースの自然の中

で運動をしたりすることも、日本の都会出身ではない僕にとって、とても合っていました。日

豪の文化の違いを考えることで、オーストラリアで暮らしながら何気ない日本の良さにも気付

けました」

スケジュール帳を活用する
（P13　　参照）

英語の勉強をする（P11　　参照）
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パースならではの“門出”体験をしてみて、いかがでしたか？

何か特別な機会でもない限り、家族

にプレゼントを送るなんてことは滅

多にないと言う直井さん。「今度は

甥や姪にプレゼントを送ろうかと考えていたので丁度良かっ

たです。親には、旅先で絵はがきなどを送ることがあります。

その土地に居るからこそ手に入れられる贈り物は素敵ですよ

ね」と、贈り物を真剣に選んでいました。

感謝の気持ちを手紙や
プレゼントで伝える
（P14　　参照） 「仕事のために、そして直接将来の自分の糧となる資格を取得

することは、自分にとって大きな助けになると思います」と

直井さん。将来については、海外で生活してきた経験を活か

し、2020 年の東京オリンピックで何か特別な仕事をしたい、

という目標があるそうです。

資格を取得する（P13　　参照）
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